
1容量確保契約金額（各年）のための物価補正値
容量確保契約金額の物価変動への対応

◼ 容量確保契約金額とは、容量確保契約に基づき本機関から容量提供事業者に対して支払われる年間の予定金
額（以下「容量確保契約金額（各年）」という）を指し、契約電源ごとに毎年算定されます。

◼ 契約単価（円/kW/年）は、必要に応じて減額要素による修正を実施した約定単価に対して、毎年の物価変動を
考慮したものとします。

容量確保契約金額（各年）

※1: 対象となる事業者の系統接続費（円/kW/年）と価格差に着目した支援制度・拠点整備支援制度（円/kW/年）にかかる応札時の見積額と実績額の差額を減額した単価

容量確保契約容量
（kW）

容量停止計画の調整における
調整不調電源に適用する
容量確保契約金額の減額

(円/年)

リクワイアメント
未達成の場合に減額が発生

契約単価（円/kW/年）

約定単価※1

（円/kW/年）
物価変動

当初契約容量

▲退出容量

対象実需給年度前年の消費者物価指数（コアCPI、年平均値）

応札年度前年（N-1年）の消費者物価指数（コアCPI 、年平均値）

物価変動 ※物価補正値



2容量確保契約金額（各年）のための物価補正値
コアCPIの掲載箇所

◼ コアCPIは総務省統計局にて、「生鮮食品を除く総合」指数として、1970年から遡って公表されています。

政府統計名：消費者物価指数
提供統計名 ：XXXX年基準消費者物価指数
提供分類1 ：長期時系列データ
提供分類2 ：品目別価格指数
提供分類3 ：全国
提供分類4 ：年平均

統計表 ：中分類指数（1970年～最新年）

総務省統計局ホームページより
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未公表

未公表

未公表

未公表

未公表

未公表

未公表

未公表

未公表

2020年を基準とした各年のコアCPI

2020年を基準とした各年のコアCPI

1970年
コアCPI

2022年
コアCPI

2023年
コアCPI

2024年
コアCPI

2025年
コアCPI

2026年
コアCPI

2027年
コアCPI

2028年
コアCPI

2029年
コアCPI

2030年
コアCPI

コアCPIとその基準年

◼ 毎年X年1月に公表されるX-1年のコアCPIと、応札年度前年のコアCPIを用いて、対象実需給X年度の物価補正
値を算定します。

◼ コアCPIの基準年は5年ごとに改定されますが、物価補正値の算定には最新基準年のコアCPIを用います。
※ 総務省統計局の基準年改定・公表タイミングが変更となる場合、下図の各年のコアCPIの基準年が変更となる可能性があります

容量確保契約金額（各年）のための物価補正値
物価補正値の算定に用いるコアCPI

コ
ア
C
P
I
公
表
タ
イ
ミ
ン
グ

2023年1月

2024年1月

2025年1月

2026年1月

2027年1月

2028年1月

2029年1月

2030年1月

2031年1月

2032年1月

～

2025年を基準とした各年のコアCPI

～
2031年
コアCPI

2020年を基準とした各年のコアCPI

2020年を基準とした各年のコアCPI

2025年を基準とした各年のコアCPI

2025年を基準とした各年のコアCPI

2025年を基準とした各年のコアCPI

2025年を基準とした各年のコアCPI

2030年を基準とした各年のコアCPI

～

2052年1月 2050年を基準とした各年のコアCPI

2051年
コアCPI

未公表

～

応札:2023年度、実需給:2032年度
の物価補正で用いるコアCPI

応札:2023年度、実需給:2028年度
の物価補正で用いるコアCPI

2020年基準の1970～2023年
のコアCPIが2024年1月に公表

2025年基準の1970～2026年
のコアCPIが2027年1月に公表
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コアCPIを用いた物価補正値の算定イメージ

◼ 2023年度応札、2027年度から制度適用期間が開始する契約電源の物価補正値の算定イメージは以下の通り。

コアCPIを用いた
物価補正算定

2025年度*2の物価補正

102.1

107.9
=1.056…

2028年度実需給の物価補正

95.7

101.9
= 1.064…

2032年度実需給の物価補正

94.7

100.3
= 1.059…

1

2

3

4

5

6

基準年別
コアCPI

2020

2025

2030

応札

102.1＊ 105.2＊ ー ー ー ー ー ー107.9＊ 107.3＊

95.7＊ 98.8＊ 102.3＊ 101.9＊ 103.2＊ 105.6＊ 101.6＊ ー101.5＊ 100.1＊

ペナルティ算定*2 28年度確保金算定 32年度確保金算定

94.7＊ 97.8＊ 101.3＊ 100.9＊ 102.2＊ 104.6＊ 100.1* 100.3*100.5＊ 99＊

*公表前のためイメージとして記載

*2制度適用期間前に市場退出などでペナルティが科される場合に物価補正値を用いるケース

1 2

4

6

3

5

(基準年2020年) (基準年2025年) (基準年2030年)

初回公表時の基準年

物価補正値の算定に
用いるコアCPI対象年

2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年

2020年基準

応札年度または
実需給年度

2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度 2032年度

2025年基準 2030年基準

応札 制度適用期間前 制度適用期間(実需給年度)


